
　ユニフォームを着用して、患者さんの身の 
回りのお世話をしてみませんか？
と　き●5月9日(月) ～ 13日(金)
ところ●多古中央病院
申込み問合せ●4月28日(木)までに
　多古中央病院庶務係　宮本☎76-2211

　看護の悩みをご相談ください。
　血圧や体脂肪も測れます。
と　き●5月14 日(土)  午前10時～午後3時
ところ●道の駅多古あじさい館
問合せ●多古中央病院主任　大里☎76-2211

ん
な
に
優
れ
た
外
科
医
で

も
、
一
人
で
手
術
は
で
き
ま

せ
ん
。手
術
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

少
な
く
と
も
医
師
2
名
と
看
護
師

１
名
で
行
い
、
さ
ら
に
麻
酔
医
や

手
術
に
必
要
な
そ
の
ほ
か
の
仕
事

を
す
る
看
護
師
が
１
～
２
名
必
要

で
す
。
一
人
の
医
師
の
や
り
う
る

仕
事
は
、
そ
の
量
と
範
囲
に
お
い

て
、し
ょ
せ
ん
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
師
や
看
護
師
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
人
々
の
労
働
力
が
集
約
さ
れ

て
構
築
さ
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
読
売
医
療
功
労
賞

と
い
う
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
多
古
中
央
病
院
の
職
員
を

は
じ
め
病
院
を
支
え
て
く
れ
た
多

く
の
方
々
の
代
わ
り
に
私
が
い
た

だ
い
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
、
こ
の
3
月
で
丸
20
年

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
赴
任
当
時
は「
地
域
医
療
」

と
い
う
言
葉
さ
え
知
ら
な
い
あ
り

さ
ま
で
し
た
。
平
成
9
年
4
月
に

院
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
先
進
的

な
地
域
医
療
を
実
践
さ
れ
て
い
る

全
国
の
病
院
の
先
生
方
に
接
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
わ
が
病

院
の
今
後
の
進
む
べ
き
方
向
性
に

つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
の
副
院
長
や
事
務
長
と

協
議
し
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
を

一
体
的
に
行
う
地
域
包
括
医
療
を

実
現
す
る
た
め
に
行
政
側
の
承
認

を
得
て
、
療
養
病
床
を
は
じ
め
と

す
る
西
病
棟
を
平
成
13
年
に
建
設

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
間
も
な
く
医
療
法
の

度
重
な
る
改
正
に
よ
る
診
療
報
酬

の
逓て

い

減げ
ん

や
新
医
師
臨
床
研
修
制
度

の
開
始
に
よ
っ
て
、
病
院
経
営
は

冬
の
時
代
を
迎
え
、
日
本
全
国
で

経
営
破は

綻た
ん

に
よ
っ
て
消
滅
す
る
病

院
が
増
え
ま
し
た
。
当
院
も
ご
多

分
に
漏
れ
ず
、
医
師
の
減
少
に
よ

り
病
院
経
営
が
悪
化
し
、
多
額
の

損
失
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
平
成

19
年
12
月
に
総
務
省
か
ら
経
営
収

支
の
黒
字
化
に
向
け
た
経
営
効
率

化
、
病
院
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
、
経
営
状
態
の
見
直
し
を
骨
子

と
す
る「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」が
提
示
さ
れ
、
当
院
も

必
死
の
努
力
で
経
営
改
善
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

後
、
ま
す
ま
す
高
齢
者
比
率

が
増
加
す
る
時
代
の
地
域

医
療
を
考
え
る
と
、
公
立
病
院
と

し
て
は
慢
性
期
医
療
や
社
会
的
入

院
も
や
む
を
得
な
い
と
思
わ
れ
、

赤
字
と
い
う
金
銭
の
視
点
だ
け
で

病
院
の
存
続
が
問
わ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
行
政
、
病
院
、

地
域
住
民
全
体
で
地
域
医
療
を
支

え
る
体
制
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

社
会
・
経
済
状
況
は
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
医
療
は

社
会
的
な
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら

こ
そ
責
任
も
大
き
い
と
言
え
ま

す
。
混
と
ん
と
し
た
時
代
で
は
あ

り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
外
的
な
こ

と
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
常
に
医
療
の

原
点
と
は
何
か
を
自
問
し
な
が

ら
、
患
者
に
接
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　長年にわたる地域に根ざした医療活動
への功績が認められ、このほど多古中央病
院の小久保茂樹院長が読売新聞社主催の
『医療功労賞』を受賞しました。
　表彰式を終えたばかりの小久保院長に、
喜びの声と病院へ赴任されてから現在に
至るまでの地域医療に対する思いなどを
語ってもらいました。

行政、病院、住民が一体となった
地域医療を目指して

★ふれあい看護体験★ ★看護の日イベント★

多古中央病院からのお知らせ

～ 現場の声 ～　多古中央病院で働く皆さん

ど私

今

デイサービスセンター

伊藤　浩美さん
　デイサービスセンターで
は、高齢の方が要介護となっ
た場合に、その方の能力に応
じた自立のできる日常生活が
営めるよう、入浴やリハビリ、
健康チェックなどのサービス
を提供しています。
　時にはつらいこともありま
すが、利用者と家族、そして
スタッフと共に一つ一つ課題

を乗り越えていくことに喜びを感じます。
　これからも、地域の皆さんに頼られるデイサービ
スセンターを目指していきます。

薬剤科

平山　浩二さん
　薬剤科では、薬の調剤や注
射薬の供給、医薬品の情報提
供など、医師や看護師と連携
をとりながら、患者さんに安
心していただけるよう業務を
進めています。
　患者さんから「ありがとう」
と感謝の言葉をもらった時は
薬剤師になって本当に良かっ
たと思います。

　今後も、地域の方々が安心して暮らせるよう、地
域医療の充実に向けて思いやりの気持ちを持ちなが
ら、職員一同努めていきます。

栄養科

内田　春枝さん
　栄養科では、入院患者さん
とデイサービスの利用者さん
への食事の提供と、管理栄養
士による入院および外来での
栄養指導を行っています。
　病院食は安全とおいしさを
基本にしているので、気の抜
けない毎日ですが、患者さん
の笑顔に励まされ、元気をも
らっています。

　院内では、医師や看護師をはじめとする「栄養サ
ポートチーム」の活動が開始されました。今後も、
栄養管理体制の確立を目指して努力していきます。

リハビリテーション科

小林　ちえみさん
　けがをしたり病気になると
体が思うように動かなくなる
ことがあります。できるだけ
元の生活に戻れるよう、本人
が望む生活を支えてあげるこ
とが私たちの仕事です。
　退院して、家族と一緒に喜
んでいる姿を見ると、とても
うれしく思います。
　これからも、長年地域を支

えてきたお年寄りの皆さんが、元気に生き生きと暮
らしていけるよう、地域に根ざしたリハビリテー
ションを展開していきます。
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